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低周波ノイズとその影響についての研究レビュー
Defraに対する報告、Ｇレヴェンタール、Ｐメルメア、Ｓベントンの助力を得た

註：Defra= Departmento of food & rural affairs 英国の日本でいえば農水省か？ 

全頁だと80ページぐらいあるので短時間は訳せません。まえがきだけ紹介します。

まえがき

　低周波音は、感度のよい多くの人々に非常な苦痛を与えている。この高感度は聴覚の全体、あるいは一部の感度が高められたためであり、それは後天的に得られたものかもしれない。ノイズのレベルは、可聴レベル内で起こるとしても低いもので、個人差が大きい。低レベルの、低周波ノイズとその影響、その評価と対策を十分理解するには、まだ多くの研究が必要である。低周波ノイズの論文の調査は（Backman等々に見ることができる。）
歴史的には、低周波ノイズとそれに付随する影響の初期の研究は、米国の宇宙開発計画によりはじまったもので、高レベルの低周波ノイズが対象だった。宇宙船の発射時に、最大のノイズエネルギーを低周波域で発生させる。さらに宇宙船が加速するとき乗組員室は点火後の約2分間、境界層乱流に巻きこまれる。実験は低周波チャンバー内で、100Ｈｚまでの140～150ｄＢの非常に高レベル低周波音への耐久試験が行われた。その結果、被験者は耳防護をしての耐久試験で、1～100Ｈｚの広帯域および離散的周波数の150ｄＢまでのノイズの暴露に耐えられることがわかった。その後の研究によって、24時間暴露の場合、２０Ｈｚ以下では120～130ｄＢに耐えられることもわかった。これらの限界は、直接の身体的障害を起こさない限界である（Mohrなど）。この暴露が快適だったというわけではないし、ノイズに関心のある人を除く一般人にとって主観的に受容できるということも意味しない。実験に用いられたレベルは、家庭や、環境や、交通や、工業その他で人々が暴露されるよりもずっと高いレベルなのである。
初期のアメリカの研究は、1960年代半ばに出版され、大して世の関心を引かなかった。しかし数年後、超低周波音がその「神話時代」に入ってから、関心がはらわれるようになった。超低周波音―聞こえない音 silent sound ―は、他の説明が見つからないために非難される不幸をこうむった。（たとえば脳腫瘍、突然死、交通事故等）。当時の新聞見出しを拾い出すと次のようである：
・低周波音が運転者を威嚇するーDayly Mirror 19Oct 1969

・低図周波音は運転者を酔わせるーNew Scientist, 16,mar. 1972

・ノイズによる脳腫瘍―The Times,29, Sept.1973

・光と音による群衆制御―The Guardian, 3, Oct. 1973

・聞こえない自動車音の危険―The Observer, 21, Apr. 1974

・我々を取り巻く静かな殺し屋―Evening News, 25. May 1974

・ノイズは見えない危険―Care ong the Road, Aug. 1974

バカらしい間違った要求が1973年に“超自然の自然史”として出版された大冊のペーパバック本、Lyall Watsonの著書”Supernature”中で行われた。たとえば、こういっている：超低周波発生器の実験で、実験場から半マイル以内の家の窓は全部割れた、さらに“5マイル先の1点に焦点を集めた2台の超低周波発生器で、大地震で倒れるように、1つのビルディングを破壊することができる“とか。
この頃、低周波ノイズ音問題を研究していた人たちは、よく聞かれたものだ“危なくはないんですか？と。超低周波音に対する一般の関心は、1970から80年間の低周波ノイズに対する苦情の増加の刺激になった。
しかしながら、超低周波音は長い間、天文学の重要な研究分野だった。そこでは周波数範囲は1000秒で1サイクルから、毎秒数サイクルまでにわたる。超低周波マイクロフォンの大きい配列で、大気運動や、流星、超音速航空機、爆発などを検知する。世界に張り巡らされた60個の超低周波配列もあり、これは核実験停止条約のモニタリング手段の一部となっている。
それはアメリカの耐久実験からの大きな一歩だった；誇張された超低周波音の影響から非常に低周波ノイズの多くの環境ノイズ問題で直面するのは。そこでは低周波ノイズは低いレベルで起こり、しばしば人の聴覚閾値で問題になる。“法的な迷惑でない”と分類されるノイズは、不幸にして低周波ノイズに敏感な人々の大きな苦痛となり、この人たちの環境の確認を懇願するのだ。
世界保健機構ＷＨＯは低周波ノイズを環境問題として認めている組織の一つである。そのコミュニティ・ノイズに関する出版物（Berglund他、2000）は多くの低周波ノイズに言及しておりそのいくつかを上げれば次のようである：

・低周波ノイズは、たとえば換気システムからも発生し、低いレベルでも睡眠を妨げることが注意される。
・低周波音の大きな部分であるノイズのために、もっと低レベルの（30ｄＢＡ以下）低音にガイドラインが望ましい。

・顕著な低周波音があるＡ特性の計測では不適切である。

・Ａ特性はノイズの低周波音成分を過小評価するので、Ｃ特性を用いる方が健康への影響はよりよく評価できる。

・ノイズ中の低周波成分の大部分は、健康への悪影響をかなり増大させる可能性がある。
・低周波ノイズの証拠は、直ちに注意を払うべき重要問題である。

この研究は、低周波音の特性、その感知、人々への影響、それらの影響を評価するために提起された基準について考察する。低周波環境ノイズの問題を解決するために、今後進めるべき研究についての提案も述べる。
